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ご あ い さ つ 

 
東村山けやき会後援会 

会長 西 村 良 隆 

 

 

今年は、厳しい寒さに身をすくむ日々が続いておりますが、会員の皆様にはいか

かがお過ごしでしょうか。常日頃より、当東村山市域の中でこころの病を抱えつつ、

社会に復帰し、日常の生活に努めようとする方々へのご理解とご協力をくださり、

手を差し伸べて下さいます会員の皆様に深く感謝を申し上げます。 

新しき年を迎え、新型コロナウイルスは、オミクロン株へと置き換わり、記録的

な感染急増の状況にありますことは、憂うべきことです。 

この状況下で、当会は過去を振り返り、新しい年度の活動を検討する時期にあり

ます。会員の皆様のご意見、役員、施設職員、又、利用者の皆様方のご意見を伺い

ながら、ボランティアの立場から、法人東村山けやき会へ少しでも寄与できること

があればと思うところです。 

当会は、平成元年に発足以来、年間の最大の事業として、東村山卓球連盟のご協

力のもと、市内の障害者施設の利用者が集い、東村山市、東村山市社会福祉協議会

の後援を受ける、地域交流卓球大会があります。本大会は、施設利用者の熱い交流

が深まることで、共に地域に生きる場としての大きな力に発展してきました。しか

し、コロナ渦により昨年度より、残念にも関係機関、参加団体等のご理解のもと、

中止のやむなきに至り、今後についても厳しき状況下にあると思われます。参加者

の健康の確保は当然のこととして、今後、どのように図っていくべきか課題があり

ましょう。会員の皆様のご意見をいただき、検討を急がなければと思っております。

どうかご意見をお寄せください。（事務局宛てでも結構です。） 

法人各施設の職員と共に利用者は、感染予防に懸命に努め、通常の業務に取り組

んでいることをご報告し、ごあいさつとさせていただきます。 
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 平成 3 年 3 月 26 日に設立認可された「社会福祉法人東村山けやき会」が、おか

げ様で、昨年の 3 月で設立 30 周年を迎えることができました。これもひとえに会

員の皆様の暖かいご支援の賜物であり、心より御礼申し上げます。 

 去る令和 3 年 11 月の法人理事会開催後、コロナ禍中のため、ささやかに設立 30

周年記念茶話会が開催され、その中で、当後援会の下山停子副会長が、永年に亘る

後援会活動及び法人評議員並びに監事としての功績が讃えられ、川俣理事長より

感謝状が贈呈されました。これからも、精神障害をお持ちの方々の社会復帰と自分

らしい生活を送ることができるよう、法人と一丸となって努めてまいります。今後

も、会員の皆様のご支援、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

  

 法人設立 30 周年にあたり、 

会員の皆様へ永年の感謝の意をこめて、また、 

法人職員及び利用者の新型コロナウイルス感染症予防のため、 

不織布マスク 200 セット（7 枚入り）を 

後援会より贈呈いたします。 

新型コロナウイルス感染症予防に少しでもお役に立てると 

幸いです。ぜひ、ご活用ください。 

下山停子副会長より 

この度は法人より感謝状をいただき、 

大変うれしく思っております。 

ありがとうございました。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

茶話会当日の様子 
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第 38 回地域交流卓球大会の日程が決定しました。(*^-^*) 

 第 38 回地域交流卓球大会の日程が決定いたしましたので、お知らせします！！ 

日時：令和 4 年 9 月 17 日（土）9：00～15：00（予定） 

場所：東村山市民スポーツセンター 第一体育室 

※あくまで現時点での予定です。 新型コロナウィルスの感染拡大状況等で予定変更があることをご承知おきください。 

 また、卓球大会の開催方法等について、実行委員会で検討していきたいと存じております。 

 内容について決定次第、お知らせさせていただきます。 

 

 

新型コロナウイルス感染症のコ～ナ～ 

Q オミクロン株とは？ 

オミクロン株とは、南アフリカから報告された新型コロナウイルス変異

株の 1 種です。WHO（世界保健機関）はこの B.1.1.529 系統の変異株

を「懸念される変異株 (Variant of Concern; VOC)」と位置づけ、ギリ

シャ文字順に「オミクロン」と名付けました。 

 

Q なぜ、オミクロンと名付けたのか？ 

WHO は「オミクロン」と名付けた理由について、直近で用いた文字

は「ミュー（μ）」だったが、アルファベット順で続く「ニュー（ν）」「ク

サイ（ξ）」を飛ばして「オミクロン（ο）」を使ったのは、「ニュー」（英

語表記 nu）は英単語の「new」と混同しやすい、「xi」は姓として使わ

れ、WHO のガイドラインは新しい感染症に名前をつけるときに地名や

人名を疾患名に含めてはならないとしているため、「クサイ」を避けたか

らだと説明しています。 

 

Q オミクロン株の特徴は？ 

オミクロン株は、感染してから発症するまでの潜伏期間が短いのが特

徴です。ウイルスにさらされたあと、3 日後までに半数が発症。6 日後

までにはおよそ 90％が発症し、9 日後までだと 98％を超える人が発症

します。「ある人が感染してからほかの人に感染させるまでの期間」＝「世

代時間」も短くなっています。厚生労働省の資料によると、世代時間は

デルタ株ではおよそ 5 日だったのに対し、オミクロン株ではおよそ 2 日

だと考えられています。短い期間のうちに次々と感染させるため、急速

に感染が広がっているのではないかと考えられています。 

 



4 
 

 

東村山けやき会後援会への 

ご入会・ご協力のお願い 

 

 社会福祉法人東村山けやき会は、こころの病を持った方々が地域の中で安心して生活が

できるよう相談の場・働く場・生活の場・支援の場を提供しています。 

 東村山けやき会後援会は、これを援助すると共に、スポーツ活動や講演会活動等を行い、 

こころの病を抱える方々との交流を通じて、その苦しみを支え、理解を深めて、共に生き、

共に暮らせる環境づくりを目指して活動しています。 

 様々な問題を抱える当事者、ご家族、関りあう地域の方々と、手と手を取り合って話し

合いませんか。 

 共に生き、共に暮らせる豊かな社会を目指すため、地域の皆様のご理解を願っておりま

す。どうか、あたたかい愛の手を宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

【振込先】郵便振替口座 

 ００１５０－１－５４３７１４ 東村山けやき会後援会 

  事務局にご連絡いただければ、振込手数料後援会負担の郵便振替用紙をお送りいたします。 

※ ご入会は随時受け付けております。 

皆様のご入会を心からお願い申し上げます。 

賛助金は、法人への寄付金とさせていただき、本会の目的達成に役立ててまいります。 

お問い合わせ 

後援会事務局（社会福祉法人東村山けやき会内） 

 ＴＥＬ ０４２－３９７－５９６６ 

賛 助 金 

個 人 １口    ２，０００円  （年間）以上 

団 体 １口   １０，０００円  （年間）以上 

臨時のご協力    ご 芳 志 

 

 


